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第 1 巻、第 ０号  

発刊準備号 

ニュースレター  
 

 

 
• 大変お待たせしてい
まいましたが、ニュ
ースレターをお届け
します。 

 

• 本号では事業者連
絡会の当面の活動
をお知らせいたしま
す。 
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３月６日に設立総会を

開催し、４月から本会の

活動がスタートしまし

た。４月２７日現在、正

会員数３５事業者（９２

棟）、賛助会員４３名

（会社と個人）となり、

本会の目的が賛同されつ

つあるとの手応えを感じ

ております。 

本会は、その活動目標を

「高齢者向け住宅の質の

向上」をメーンとしてい

ます。高齢者向け住宅は

介護保険が施行されたこ

ろから増えはじめました

が、特に北海道は他府県

に比べ高齢者向け住宅が

多く開設されています。

気候風土の違いが大きい

のではないかと言われて

おりますが、様々な複合

的要因があるようです。

さらに、昨年１０月には

じまった「サービス付き

高齢者向け住宅登録制

度」が高齢者向け住宅の

整備を後押しする形で、

この業界だけバブル期を

思わせる開設ラッシュが

起きているようなイメー

ジすらあります。 

事業者連絡会の当面の活動について     

 
 ４月２０日現在、全国

で 1,212 棟（40,883 戸）

の住宅が登録されてお

り、北海道は 86 棟（札幌

市 37 棟含む）と、東京

（84 棟）、大阪（78 棟）

を抜いて全国１位の登録

件数です。また、サービ

ス付き高齢者向け住宅に

移行できない住宅もたく

さんあります。 

私どもは、サービス付

きもそうでない住宅も含

めて、あくまで利用者の

目線を大切にして、増え

続ける住宅の質を担保す

る仕組みを築き上げて行

きたいと考えておりま

す。 

さて、４月３日には第 1 

回の理事会を開催し当面

の活動内容を決めたとこ

ろで、その内容を会員の

皆様にお知らせしたいと

思います。 

まず、事業者の勉強会を

２ヶ月に一回程度開催す

る予定です。第１回は同

封チラシにてご案内のと

おり５月２３日に行いま

す。１回目のテーマは

「契約」です。有料老人

ホームの苦情調査で必ず

上位に来るのが「契約」

です。契約内容の問題や

説明の問題などが苦情の

原因です。そこに焦点を

あて、消費者保護の立場

をよく理解するというの

が狙いです。また、その

後の勉強会の運営は、研

修委員を会員から募集し

て運営していきたいと考

えております。 

次に、高齢者向け住宅を

より道民に知っていただ

こうということで、７月

２１日にフェアを開催し

ます。これも詳細が決ま

りましたら、またご案内

します。 

そして、住宅の評価事業

に着手する予定です。評

価というと、ミシュラン

のように良い住宅を選ん

だりとか、あるいは逆に

悪いところに×をつける

とかのイメージでとらえ

られがちですが、そのよ

うな単純なものではあり

ません。むしろＩＳＯを

イメージした方が近いか

もしれませんが、ある評

価軸を元にＰＤＣＡサイ

クルが機能しているかな

どを自己評価することか

ら始まります。そして、

第三者による評価を受け

て、改善すべきところを

改善するという取組を行

い質の向上に役立てると

いうプロセスとなりま

す。また、そのような評

価を行政や住民に向けて

発信することで、信頼が

高まるという効果もあり

ます。医療や福祉のみな

らず、食品、建築、サー

ビス業など、対人サービ

スにはそのような評価が

欠かせない時代となって

きております。 
   

 

 

＊事業者連絡会では本紙の名称を募集します。採用者には薄謝を進呈します。 

奮ってご応募ください。応募詳細は巻末をご覧ください。 

 

→２ページへ続く 
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事業者連絡会では 

「第１回理事会」を開催 

し、いよいよ活動を開始し

ました。 

 

４月３日（火）午後、

第１回理事会を「楽明館

南１条」にて開催しまし

た。 

理事８名中６名の出席

により開催され、副会長

に鹿野憲（㈱北海道勤労

者在宅医療福祉会）氏、

４月３日（火）、第１回理事会開催、副会長選出 

石田幸子（㈱楽明館）氏

が就任することになった

ほか、本紙でご紹介して

いる会費の納入方法や直

近のイベント計画につい

て協議を行いました。 

なお、当日の議事録を

「札幌・住まいるアップ

センター」のホームペー

ジ 

http://smile.seedsnet.gr.j

p/index.html 

にアップ、公開中で

す。 

 

 

広告募集！ 

 
本欄に広告やイベントの告知などを掲載しませんか？札幌市内を中心に道内の

高齢者向け住宅（「サービス付き高齢者向け住宅」も含みます）の事業者・運

営者、各住宅など、およそ４００事業所にお送りしています。 

料金は３０００円～５０００円（データは各自作成ください）です。 

Ａ４サイズの差し込みの広告、お知らせなども歓迎します。８０００円／枚

（印刷済み用紙各自持参ください）から。事務局までご相談ください。 

 

高齢者の住まいだからこ

そ、そうした取組はいっ

そう問われてくるでしょ

う。（左図参照） 

 また、会員の皆様の相

談体制を築き上げて行き

ます。専門的な相談（法

律や福祉など）の他に、

経営相談や利用者のこと

など会員が会員の相談に

乗るという体制も創って

いきますのでご協力くだ

さい。 

とにかくスタートしたば

かりの未熟な会ですが、

まずは、会員のための情 

報提供（ホームページ作

成、ニュースレター発

行、メールでの相談体制

など）からはじめていき

たいと考えております。   

 

そして、こうした活動の

前提として、資金が必要

となりますので会費の納

入をお願いするととも

に、広告宣伝（ホームペ

ージのバナー広告やニュ

ーズレターの広告掲載

等）などのご協力もよろ

しくお願いいたします。 

→１ページより続く 

 

http://smile.seedsnet.gr.jp/index.html
http://smile.seedsnet.gr.jp/index.html
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来る６月８日（金）・９

日（土）、真駒内セキスイ

ハイムアイスアリーナを会

場に、㈱全国賃貸住宅新聞

社主催により「賃貸住宅フ

ェア 2012in 札幌」が開催

されます。３０講座のセミ

ナーや４０社による展示ブ

ースが予定されています。

なお、今回の開催テーマと

し、以下の三つが掲げられ

ています。 

●６月８日（金）・９日（土）開催の「賃貸住宅フェア２０１２」に参加決定！ 

 

 

 

７月２１日（土）、事

業者連絡会としては初め

ての市民向けイベントと

し、「第１回合同入居説

明会＆市民セミナー」を

開催します。会場は「社

会福祉総合センター（中

●７月２１日（土）第１回合同入居説明会＆市民セミナー開催！ 

 
事業者連絡会を広く市民

の皆さんに知っていただく

場とし開催します。” 

①空室対策 

②高齢者住宅 

③不動産投資       

人口の減少を見越しての

空室対策や不動産投資の対

象として、高齢者向け住宅

が脚光をあびているようで

す。 

事業者連絡会では、奥田

会長によるセミナー講師を

引き受けるとともに事業者

連絡会の活動の周知のた

め、ブースの出展も致す予

定です。 

具体的な内容についてはこ

れから詰め、詳細は決定次

第、ホームページなどでご

案内する予定です。 

乞うご期待！ 

 

央区大通西１９丁目）４

階 大研修室（３００名

収容）」です。入居相談

ブースや、高齢者関連商

品の展示ブース、市民向

けの複数セミナー開催を

予定しています。詳細に

ついては、本紙でメンバ

ーを募集している企画委

員会を中心に内容を検討

し、随時メール・マガジ

ンやホームページ上で発

表してゆく予定です。 

会員の皆様のアイデアも

大歓迎です。 

東京でのフェアの様子 

 

 

 

広告募集！ 
本欄に広告やイベントの告知などを掲載しませんか？札幌市内を中心に道内の

高齢者向け住宅（「サービス付き高齢者向け住宅」も含みます）の事業者・運

営者、各住宅など、およそ４００事業所にお送りしています。 

料金は３０００円～５０００円（データは各自作成ください）です。 

Ａ４サイズの差し込みの広告、お知らせなども歓迎します。８０００円／枚

（印刷済み用紙各自持参ください）から。事務局までご相談ください。 

 

●５月２３日（水）、第１回事業者勉強会開催！ 

 

 

 

事業者連絡会が主催す

る第１回事業者勉強会を

開催します。記念すべき

初回は高齢者向け住宅の

「契約書」について学び

ます。 

「サービス付き高齢者

向け住宅」では制度の開

始に合わせ、標準契約書

を提示しています。 

本会の多くの住宅でも

今一度、契約書における

考え方を見直す良い機会

ではないでしょうか？ 

ＮＰＯ法人 シーズネ

ット「札幌・住まいるア

ップセンター」では、

「平成２３年度業務報告

書」において「札幌版 

高齢者対応共同住宅 標

準契約書」をまとめ、公

開しています。今回は本

契約書作成に携わった、

札幌・住まいるアップセ

ンターの立花和浩が講師

とし、標準契約書作成上

の考え方をお話ししま

す。 

また、弁護士の高橋智

美氏をゲスト講師にお迎

えし、お話のほかに、質

疑にもお答えいただきま

す。別紙にプログラム詳

細と申込書を同封してお

ります。たくさんの皆さ

まのご参加をお待ちして

います。また地方の会員

の方には、当日の模様を

ビデオに収め、参加費同

額の１０００円でＤＶＤ

をお送りします。こちら

は事務局までメールでお

申し込みください。 

 

いよいよ事業者連絡会主

催の「第１回事業者勉強

会」を開催します。 

スキルアップとともに、他

の事業者との方々との交

流にもご活用ください。 

 

イベント案内 
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事業者連絡会では会の

運営に参加いただける方

を大募集します。皆様自

身の会です。是非お力を

お貸しください。 

募集するのは以下の４

つの部会です。 

①研修委員会 

隔月で開催する事業者勉

強会の企画・立案・運営

を行っていただきます。

自分が学びたいことを実

●事業者連絡会 事務局ボランティア大募集！ 

本会では会員の皆様の

活動に関する希望や提案

を募集しております。ど

んなことでも結構ですの

で事務局までお寄せくだ

巻末に記載の通り、事

業者連絡会事務局専用の

電話とメールが開通して

います。不在の場合に

は、留守番録音が出来る

ようにし、折り返し事務

●連絡会で実施してほしいこと大募集！ 

●電話・メールの開設終了、ホームページ準備中 

本会の運営にご参加いた

だける方を募集します。 

 

たくさんの方からの参加、

お待ちしています。 

 

事業者連絡会でやってほ

しいことを大募集します。

事務局までメールでお寄

せ下さい。理事会で検討

し、実施可能な項目から

順次実施します。 

現して下さい。 

②企画委員会 

本紙で紹介している７月

開催予定の「第１回合同

入居説明会＆市民セミナ

ー」を始め、各種イベン

トの企画・立案・運営を

行っていただきます。 

③評価委員会 

「自己評価」の項目や仕

組みについて検討・作

成・プレ実施・普及活動

を行います。 

④広報委員会 

ニュースレターの編集・

印刷・発送、ホームペー

ジの更新などを行いま

す。 

詳細についてのお問い

合せやお申し込みは、事

務局までメールまたは電

話でお願いします。 

 
  

さい。皆様からの提案は

理事会で検討し、本ニュ

ースレターで検討結果を

発表します。 

なお、恐縮ですがメー

ルのみの受付とさせてい

ただきます。電話でのご

連絡はご容赦ください。 

 

局より、お電話いたしま

す。 

不在となることも多い

ので、お急ぎでない方は

極力メールでのご連絡を

お願いします。 

また、ホームページの

開設も準備中です。５月

末にはオープンを予定し

ています。 

つぶやき 
「さ付き」と「サ高住」、どっちが？ 

 

「サービス付き高齢者向け住宅」って言いづらいですよね。当然、日常会話では略して使うわけですが、いろ

いろな方々と会話すると、おおむね「さ付き」と「サ高住」という略し方を使う方が多いようです。「サービス

付き高齢者向け住宅」の登録制度を運営している「一般社団法人すまいづくりまちづくりセンター連合会」で

は、登録事業のページに「さつき」の花をシンボルに使用していることから「サ付き」と使われることも多いの

ですが、福祉関係者は「サ高住」と呼ぶことが多いような気がします。介護新聞は「サ高住」、高齢者住宅新聞

では「サービス付き」と略しています。果たしてどれが定着しますか？今はあまり使われなくなった「在宅介護

支援センター」は、「在支」と呼ぶ人と「在介」と呼ぶ人がいて統一されることはなかったですね。 

でも略語もよしあしで、「サービス管理者」を「サビ管」と略した言葉を聞いたときには、違和感がありまし

たね。まるで「錆びた水道管」のようなイメージで‥‥‥ 

地域包括ケアでさらに注目度が高まる「地域包括支援センター」ですが、さすがに「地包（ちほう）」と略す

ことは聞いたことがありません。「包括」と呼ばれることが多いですね。 

ちなみに、本会の略称は「高住連」としました。北海道の「北」も入れたかったのですが、略語はやはり３文

字までですよね。  （デロリンマン） 

 

事務局からのご連絡事項 
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私は、シーズネットが

運営する高齢者住まいの

相談・情報センター「あ

んしん住まいサッポロ」

の西原桂子です。このコ

ラムでは、日々高齢者の

方々から住み替えの相談

を受ける中で感じること

や、高齢者住宅を見学し

て感じることを連載して

いきます。 

初回の今回は相談者像

の一端をご紹介します。

来訪者の多くは、70 代後

半から 80 代の方々です。

ご本人だけ、家族あるい

は友人とご一緒の方、子

供さんが単独で親の住ま

い探しに見えることもあ

西原桂子のコラム・・・・・・第１回：住み替えの相談者像 

本紙でコラムを連載す

る西原桂子さんがセンタ

ー長を務める「あんしん

住まいサッポロ」で、こ

の度待望のホームページ

を開設しました。ホーム

ページでは昨年８月に発

行した「住まい情報さっ

ぽろ２０１１」に収録す

る２７４件の札幌市内・

近郊の有料老人ホームと

シニア向け賃貸住宅の情

報を電子化するとともに

「区」や「要介護度の受

け入れ程度」、「月額料

金の目安」などの条件検

索が可能となっていま

す。利用者にとっては、 

ります。 

いきなり入居金額をお

聞きになる方、綺麗な新

しいところ、場所の指定

など住まいの外的な条件

から聞かれる方が多いの

ですが、御自身の近い将

来の健康状態の変化があ

ることを予想していない

方が多いです。お話を聞

いていくと、要支援から

要介護への変化や、持病

の進行をどうするなど

に、考えが及ばない方が

多いようです。 

身体の状態が低下すれ

ば自身や家族が申請し、

介護認定を受けること。

住まい選びも人頼みの

方々に、自分の問題とし

て自身で選び、決定する

契約だとお知らせするこ

とが度々です。 

また、必ず数件以上見

学してご自分に合ったと

ころをお選びくださいと

お話ししています。 

最近、ご夫婦で住み替

えを考える方の相談が多

く、該当するものが少な

く苦慮しています。個室

を二つ借りる提案もあり

ますが割引制度があれば

と願っています。 

10 人のスタッフで相談

を受けております。事業

者の皆さまも一度足をお

運びください。 

 

  

自らの条件により、あ

らかじめ物件の絞り込み

ができることになり、画

期的です。ケアマネージ

ャーや医療相談員（ＭＳ

W）の方にとっても利用価

値が高いと思われます。

情報誌との併用でさらに

使い勝手が向上しそうで

す。なお、「あんしん住

まいサッポロ」では新規

物件などについて随時追

加を行い、収録数を増や

してゆく予定です。事業

者・運営者からの掲載希

望も受け付けています。 

お問い合わせは電話２１

０－６２２４まで。  

 
 住み替え相談の様子 

広告募集！ 
本欄に広告やイベントの告知などを掲載しませんか？札幌市内を中心に道内の

高齢者向け住宅（「サービス付き高齢者向け住宅」も含みます）の事業者・運

営者、各住宅など、およそ４００事業所にお送りしています。 

料金は３０００円～５０００円（データは各自作成ください）です。 

Ａ４サイズの差し込みの広告、お知らせなども歓迎します。８０００円／枚

（印刷済み用紙各自持参ください）から。事務局までご相談ください。 
 

利用者向けに「札幌市

高齢者対応共同住宅選び

方」や事業者向けに「札

幌市高齢者対応共同住宅

の情報提供に関する提

案」、さらに利用者・事

業者向けに「札幌版 高

齢者対応共同住宅 標準

契約書」を掲載していま

す。 

また事業の最終年との

ことで、２３年度以前に

実施した「現地調査」、

「入居者アンケート調

査」も再録し、３年弱の

活動の全体が把握できる

構成となっています。 

ＮＰＯ法人 シーズネ

ットが運営する「札幌・

住まいるアップセンタ

ー」では札幌市からの委

託事業とし「安心・快適

住まいるアップ事業」を

実施してきました。 

本事業は３月末をもっ

て事業の終了を迎えるあ

たり、「平成２３年度業

務報告書」をまとめ、ホ

ームページで 

http://smile.seedsnet.gr.jp

/news.html 

公開するとともにダウン

ロード可能です。 

 

 「あんしん住まいサッポロ」の入り口 

高齢者向け住宅関連ニュース・ピックアップ 
●「あんしん住まいサッポロ」ホームページ開設 ●札幌・住まいるアップセンターで 

「平成２３年度業務報告書」をホームページで公表 
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北海道高齢者向け住宅 

事業者連絡会  事務局 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本号を第０号とし、今

後ニュースレターを隔月

奇数月に発行を予定して

います。 

 ついては、本紙の名

称を募集します。キャッ

チーで覚えやすい名称を

お送りください。お一人

会費の納入に関し、た

くさんの会員各位よりお

問い合わせ、御心配をい

ただき、ありがとうござ

いました。 

会費の納入は、郵便振

替とさせていただきま

す。本号に振替用紙を同

●ニュースレターの名称を募集します 

事業者連絡会としてのニュ

ースレター、第０号を発行し

ました。正式名称も決定して

いないため、準備号とし、次

回を第１号とする予定です。 

４月になり、第１回理事会

を皮切りに、少しずつ活動が
始まりました。       

＊＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊＊＊ 

 

〒001-0010 

札幌市北区北１０条西４丁目１ 

ＳＣビル ２Ｆ 

ＮＰＯ法人 シーズネット内 

 

 

 

TEL: 

011-707-4343 

 

FAX: 

011-717-6002 

 

E-MAIL: 

Info4343@ koujuren.com 

 

Web サイト 

URL: 

www.koujuren.com 

（５月末開設予定） 

また、会員ごとの会費

については会員リストを

ご確認ください。 

そのほか、本件に関

し、ご不明の点などあり

ましたら、事務局まで、

メール、ファクス等でお

尋ねください。 

 

封いたしますので５月末日

までにお振込をお願いしま

す。 

なお、申し訳ありませ

んが振り込み手数料は会員

各位にてのご負担でお願い

します。 

で何件でも応募可能で

す。 

「ニュースレター名

称」と明記のうえ、メー

ルまたはファックスで事

務局までお送りくださ

い。 

締め切りは５月末日までと

します。理事会により選

定し、採用の方には５千円

相当の図書券をお送りし

ます。 

たくさんの応募をお待ちし

ております。 

 

とはいえ、事務局は、ほぼ

ボランティア１人の体制で

す。会員各位は、動きが遅い

とイライラされていることと

思います。 

本会は、会員皆様の会で

す。本紙で募集をしている各

種委員会にぜひともご応募い

ただき、運営へのご参加をお

待ちしております。無理のな

い時間の参加で結構です。メ

ールでやり取りすれば、自宅

や職場でも可能な作業もあり

ます。 

たくさんの参加、宜しくお

願いいたします。（ＫＴ記） 

 

●年会費の納入をお願いします 

広告募集！ 
本欄に広告やイベントの告知などを掲載しませんか？札幌市内を中心に道内の高齢者向け住宅（「サ

ービス付き高齢者向け住宅」も含みます）の事業者・運営者、各住宅など、およそ４００事業所にお

送りしています。 

料金は３０００円～５０００円（データは各自作成ください）です。 

Ａ４サイズの差し込みの広告、お知らせなども歓迎します。８０００円／枚（印刷済み用紙各自持参

ください）から。事務局までご相談ください。 

 

本会は会員からの会費

収入により運営されてお

ります。本ニュースレタ

ーのメール便発送等の経

費も相応にかかります。

そのため、今後はメール

による配信に切り替える

予定です。 

すでに会員各位には、

●会員以外の方のメールアドレスの登録をお願いします 

メールアドレスをお知ら

せいただいております。 

まだ、ご入会いただい

ていない高齢者向け住宅

の事業者・運営者ならび

に、関連事業者の皆様に

は入会をお願いいたしま

す。 

また、入会をご希望さ

れない場合でも「ニュー

スレター希望」と明記の

うえ、氏名、役職、事業

所名、住所、電話をメー

ルにて事務局までお送り

ください。 

宜しくご協力くださ

い。 

 

事務局会からのお願い 

http://www.koujuren.com/

